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2019年はマース・カニンガム（Merce Cunningham, 1919/4/16-2009/7/26）の生誕１００年にあたり，
欧米各国ではこれを祝う数多の記念公演やイヴェントが企画されている（ロンドンのバービカン・センター，
ニューヨークのブルックリン・アカデミー・オヴ・ミュージック，ロサンゼルスのセンター・フォー・ジ・
アートパフォーマンス等）。そこで『舞踊學』第４１号の特集として，日本におけるカニンガム研究の第
一人者酒向治子氏を中心に，精緻な映像分析をダンス研究に導入して最新のカニンガム研究を紹介する平
倉圭氏，今回の企画を進める核となった武藤大祐氏によるシンポジウム及び座談会を開催し，その成果を
掲載することにした。武藤氏がカニンガムの長いキャリアを概観する年表を作成し，酒向氏，平倉氏には
当日のトークを基にさらに各自の論点を展開した論文を寄稿していただいた。三者の報告に続いて行われ
た質疑と座談会部分は当日の録音から一部整理したものを掲載する（司会：外山，構成：武藤）。

企画にご賛同，ご協力いただいた理事会及び編集委員会の先生方，会場の手配にご尽力いただいた藤井
慎太郎氏，早稲田大学文学部演劇映像コースの埋忠美沙氏にこの場を借りて感謝申し上げる。なお，画
像掲載許可等についてマース・カニンガム・トラストの皆様にご協力いただいた。Special thanks to Ken 
Tabachnick, K. Gary Champi and Patricia Lent!
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マース・カニンガム（Merce Cunningham, 1919-
2009）は，1940年代から2000年代にまでわたる長
大なキャリアを生きた芸術家である。生誕100年
を機に，様々なイベントが行われているが，ここ
ではカニンガムの活動を年表とともに概観し，こ
の巨大な存在を改めて見つめ直してみたい。

アメリカで初めての，舞踊団専属アーキヴィ
ストといわれるデヴィッド・ヴォーン（David 
Vaughan, 1924-2017）を擁したマース・カニンガ
ム舞踊団は，その記録・資料を体系的に保存・管
理し，積極的に公開している。本稿でも，1997年
に出版されたヴォーンによる詳細な年代記Merce 
Cunningham: Fifty Years，2017年にミネアポリ
スのウォーカー・アートセンターで開かれた回顧
展“Merce Cunningham: Common Time”の図録，
およびマース・カニンガム財団のオンライン・アー
カイヴを使用したが，カニンガムをめぐる資料の
充実ぶり，とりわけオンライン・アーカイヴの詳
細さには目を瞠るものがある。

この膨大な情報は今後の多様なカニンガム研究
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の可能性を確実に保証するだろうが，そのための
ささやかな露払いとして，本稿は，①舞踊史上の
影響関係と位置付け，②音楽や美術など他ジャン
ルのアーティストとの協働，③テクノロジーの導
入，の三点に注目しながら，ごく基本的な事柄の
確認を目的とするものである。

１．舞踊史上の影響関係と位置付け
マース・カニンガムがダンサーとして頭角を

現したのはマーサ・グレアム（Martha Graham, 
1894-1991）の舞踊団においてであることはよく
知られている。エリック・ホーキンズ（Erick 
Hawkins, 1909-1994）に続く男性ダンサーとして，
カニンガムが同舞踊団に入団したのは1939年のこ
とであった。

そもそもカニンガムがグレアムとの接点を得た
のは，1937年に彼がシアトルのコーニッシュ芸術
学校（Cornish School of the Arts）で演劇から舞
踊に専攻を切り替えた際，そこで指導にあたって
いた元グレアム舞踊団のボニー・バード（Bonnie 



－19－
『舞踊學』第41号　2018年

し始める。1953年初演のSuite by Chanceでは全
面的に偶然性を取り入れ，空間・時間・位置が
チャートとコイン投げで決定された。またこの年
にマース・カニンガム舞踊団としての初公演を行
い，翌年からロバート・ラウシェンバーグ（Robert 
Rauschenberg, 1925-2008）が美術監督を務める。

ケージは1956年から，ＮＹのニュースクール・フォー・
ソ ーシャル・リサ ー チ（New School for Social 
Research）で名高い「実験音楽の構成法」のク
ラスを始める。そしてカニンガムのスタジオでピ
アノ伴奏者を務めていたロバート・ダン（Robert 
Dunn, 1928-1996）が，これをダンスの構成法へ
と応用したクラスを同スタジオで教え始めるのが
1960年である。受講者にはシモーヌ・フォルティ

（Simone Forti, 1935- ），スティーヴ・パクストン
（Steve Paxton, 1939- ），イヴォンヌ・レイナー
（Yvonne Rainer, 1934- ），トリシャ・ブラウン
（Trisha Brown, 1936-2017）が含まれ，ここから
いわゆる「ジャドソン教会派」が形成された。彼
らは1962年から64年にかけて「ジャドソン・ダン
ス・シアター（Judson Dance Theater）」として
公演を行い，以後も精力的に活動した。なおパク
ストンは1961年から64年までカニンガム舞踊団に
ダンサーとして参加，ブラウンも同年にカニンガ
ムのスタジオで学び始めている。一般的には，ジャ
ドソン教会派はケージの考え方をカニンガム以上
にラディカルに追求したものと考えられているが，
パクストンやブラウンのように，むしろジャドソ
ン教会の集まりをきっかけとしてカニンガムへと
向かっているケースもあることには注意を払って
おきたい。

またこの時期，カニンガム自身は，ダンサーに
即興的な判断を委ねるField Dances（1963年初演），
Story（1963年初演）を制作し，1964年にはヨー
ロッパとアジア各国をめぐる世界ツアーを敢行す
る。また1960年代から顕著になるのは，映像など
の新しいテクノロジーへの取り組みであるが，こ
れについては３節で改めてふれることにしたい。

２．他ジャンルのアーティストとの協働
舞踊史上の突出した存在が常にそうであるよう

に，カニンガムの活動もまた単なる舞踊史の脈絡
の中に収まり切るものではない。

同時代の名だたる美術作家や作曲家などと
次々にコラボレーションを繰り広げるカニン
ガムの姿勢は，しばしばディアギレフ（Sergei 
Diaghilev, 1872-1929）のバレエ・リュスになぞら
えられ，1974年には両者を比較してみせる展覧会

“Diaghilev/Cunningham”もＮＹで開催されてい
る（Fifty Years, 190）。またそもそもリンカーン・
カーステインがバレエ協会（Ballet Society）を
発足した際にモデルとしていたのがバレエ・リュ

Bird, 1914-1995）を介してのことのようである。
バードの支援を受けて訪れたベニントン舞踊学校
で，カニンガムは自作やチャールズ・ワイドマ
ン（Charles Weidman, 1901-1975）の作品を踊り，
それを見たグレアムが声をかけると，カニンガム
は応諾し，コーニッシュを中退した。

他方，コーニッシュでは当時ジョン・ケージ
（John Cage, 1912-1992）がゲスト講師として教え
ていた。カニンガムは授業の課題としていくつか
の振付作品を作り，その際にケージがピアノを弾
いたという。つまりこの時点ですでにカニンガム
はグレアムとケージの両方に出会っていることに
なる。

1939年のグレアム舞踊団加入から1945年の脱退
までの間に，カニンガムはEvery Soul is a Circus

（1939年初演）でソロ・パートを踊ったほか，El 
Penitente（1940年初演），Appalachian Spring（1944
年初演）などの作品に出演している。それと並行
して，1942年には舞踊団のメンバーであったジー
ン・アードマン（Jean Erdman, 1916- ）およびニー
ナ・フォナロフ（Nina Fonaroff, 1914-2003）とと
もに自身の振付作品を発表している。ケージと
の協働もこの頃から本格化しており，1944年には
ケージの音楽を使用した６つのソロ作品を，ケー
ジとのジョイント公演で発表した。

このように1945年までのカニンガムの動向を
追ってみると，まず名声の頂点へと向かいつつあ
るマーサ・グレアム，そして新しい実験音楽の可
能性を開拓しつつあるジョン・ケージという，お
よそ異質と思える二つの文脈が意外なほど親しく
交わっているのが印象的である。1945年に初演さ
れたカニンガムのソロ作品Mysterious Adventure

（ケージ音楽）を，グレアムは自身の舞踊団のレ
パートリー公演においてプログラムに入れてさえ
いる。

他方で見落とせないのは，カニンガムとバレ
エの関係である。カニンガムは1940年からアメ
リカン・バレエ・スクール（School of American 
Ballet）に通い始めるが，これが（おそらくはホー
キンズという先行例をふまえた上での）グレア
ムからの提案だったというのは興味深い（Fifty 
Years, 23）。またこのつながりから，リンカーン・
カーステイン（Lincoln Kirstein, 1907-1996）はバ
レエ協会（Ballet Society）の公演のためにカニ
ンガムに作品The Seasonsを委嘱している（1947
年初演）。この作品もやはりケージの音楽で，美
術 と 衣 装 を イ サ ム・ ノ グ チ（Isamu Noguchi, 
1904-1988）が担当し，カニンガム自身も出演した。

ケージとともに振付にチャンス・オペレーショ
ンを用い始めるのが1951年のSixteen Dances for 
Soloist and Company of Threeであり，1950年代
からカニンガムの前衛的な手法が本格的に展開
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スであり，先述したカニンガムとケージへのThe 
Seasonsの委嘱もこうした路線でのことだったと
いう（Common Time, 50）。

その一方で，音楽や美術など他ジャンルとカ
ニンガムの関係については，1950年代のブラッ
ク・ マ ウ ン テ ン・ カ レ ッ ジ（Black Mountain 
College）を直接的な淵源と考えることもでき
る。とりわけ重要な契機は1952年にケージがこ
こで上演したTheater Piece No.1で，カニンガム，
デヴィッド・チュードア（David Tudor, 1926-
1996），ロバート・ラウシェンバーグが参加してい
る。ジャンルの境界を打ち壊すブラック・マウン
テン・カレッジの様々な実験は，1956年からのケー
ジの「構成法」クラス，および50年代に始まるネオ・
ダダやハプニング，あるいは60年代のフルクサス
などといった，日常と非日常の境界にも疑問符を
突き付ける前衛芸術の流れへと受け継がれ，こう
した状況の中でジャドソン教会派も現れて来るこ
とになる。

このように，カニンガムにおいては，ディアギ
レフ的なコラボレーションへの志向と，ケージ的
な領域横断性への志向が合流していたと見ること
ができるが，中でもカニンガムにとって最も大き
な存在といえば，やはり生涯にわたって密接に協
働したジョン・ケージである。偶然性や不確定性
の理論のみならず，最初期のカニンガムが作品を
発表する場を設けたのもケージであり，1953年の
カニンガム舞踊団設立時から1992年に亡くなる
まで音楽監督を務め，カニンガム作品で圧倒的
に多く使用されているのもケージの音楽である

（Common Time, 435）。
美術の分野では，やはりカニンガム舞踊団の初

代美術監督（1954年～ 64年）を務めたラウシェ
ンバーグが大きな存在といえよう。カニンガム舞
踊団におけるラウシェンバーグについては，池
上裕子『越境と覇権――ロバート・ラウシェン
バーグと戦後アメリカ美術の世界的台頭』（三元
社，2015年）が詳しいが，舞台装置のみならず衣
装や照明も手掛け，初期カニンガム舞踊団におい
て欠かせない存在であった。上演における不確定
性を大幅に導入した1963年のStoryでは，ダンサー
が自由に衣装を選択し，ラウシェンバーグは毎回
異なる舞台装置を組んだ。ちなみに池上によれば，
1964年のカニンガム舞踊団の世界ツアーと，同年
のラウシェンバーグのヴェネツィア・ビエンナー
レ金賞受賞（アメリカ人で初）の間には密接かつ
複雑な関係があったようである。

1967年から二代目の美術監督（1980年まで）
を務めたのがジャスパー・ジョーンズ（Jasper 
Johns, 1930- ）であり，この時期の作品としては
ウォーホルの美術を使用したRainforest（1968年
初演），ジョーンズの監修のもとデュシャンの「大

ガラス」を使用したWalkaround Time（1968年
初演）などが有名である。

しかしむしろラウシェンバーグが舞踊団を離脱
した後のカニンガムにおいては，1950 ～ 60年代
以降に常態化したインターメディア的な環境の中
での，様々な領域のアーティストたちとのコラ
ボレーションがますます多彩に展開したという
べきであろう。フランク・ステラ（Frank Stella, 
1936- ） や ナ ム・ ジ ュ ン・ パ イ ク（Nam June 
Paik, 1932-2006）から，ブライアン・イーノ（Brian 
Eno, 1948- ），川久保玲（1942- ）まで，1964年以
降のカニンガムは確かにディアギレフ的な精神を
受け継いでいたというべきかも知れない。

1965年に初演されたVariations Vは，ケージと
カニンガムに委嘱されたもので，チュードア，ビ
リー・クルーヴァー（Billy Klüver, 1927-2004）
の協力により，ダンサーや照明の動きが音を発生
させる仕組みが考案され，さらにはナム・ジュン・
パイクも映像で参加している。この作品が典型的
に示すように，異ジャンル間のコラボレーション
はしばしば新しいテクノロジーの導入とも連動し
ていた。なお1966年には，クルーヴァーとラウ
シェンバーグなどが中心となって，9 Evenings: 
Theatre and Engineeringと題する実験的な連
続上演が行われ（カニンガムは参加していない
が，ケージやジャドソン教会派が多数参加してい
る），翌年アーティストとエンジニアが協働する
集団「芸術とテクノロジーの実験（Experiments 
in Art and Technology）」が設立された。そして
カニンガムにおいても，1960年代からはテクノロ
ジーとの関係が大きな比重を占めるようになる。

３．テクノロジーの導入
ダンスを意味表現や音楽から独立させるという

（モダニズム的な）方針と並び，映像やコンピュー
ターなどテクノロジーの積極的な活用がカニン
ガムの大きな特色であることは間違いないだろ
う。とりわけビデオダンス（videodanceあるいは
dance for camera）への先駆的な取り組みと，コ
ンピューターによる振付システムである「ライフ・
フォームズ（LifeForms）」の開発は，舞踊史に
おいて画期をなす重要な功績といえる。

カニンガムが初めて映像技術と接したのは1961
年，モントリオールのテレビ局においてであった。
ここでは時間の制約もあって納得のいく成果が得
られなかったようだが，むしろこの経験を通じて，
カニンガムは舞台と映像で空間の見え方が大きく
異なることを認識したという（Fifty Years, 125）。
再びカニンガムが映像技術を扱うのは1972年初
演の作品TV Rerunで，これは上演中にリアルタ
イムの撮影を組み込むというものであった。上演
において映像技術を使用する手法は1979年初演の
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Localeでも試みられ，カメラの動きが振付の一部
に含み込まれた。

他方，ダンスを撮影して映像作品（ビデオダ
ンス）を制作する作業は，チャールズ・アトラ
ス（Charles Atlas, 1949- ） と の 協 働 を 端 緒 と
し，作品としては1974年のWestbethが最初であ
る。当時，カニンガム舞踊団では「専属映像作家

（filmmaker-in-residence）」という制度を設けて
おり，アトラスはカニンガム舞踊団で舞台監督助
手を務めた後，1978年から83年までこの専属映像
作家として映像作品の制作に携わった。カニンガ
ムとアトラスによる代表的な作品に，映像レベル
での動きの構成と振付レベルでのそれとが複雑に
編み合わされたChannels/Inserts（1981年）など
がある。

アトラスの次に専属映像作家（1983年～ 98
年）となったのがエリオット・カプラン（Elliot 
Caplan, 1953- ）であり，カニンガムと制作した
ビデオダンス作品Points in Space（1986年）は高
く評価された。アトラスとカニンガムが編み出し
たカメラと振付の関係が，さらに衣装や舞台美術
も含めて複雑かつダイナミックに構成され，一定
の「中心」をもたないカニンガム的な空間の表現
に到達した。

1980年代後半に入るとコンピューター技術が
身近になるが，カニンガムはヴァンクーヴァー
のサイモン・フレイザー大学の研究者とともに
コンピューター・グラフィックスの人体を用いて
振付を可能にするソフトウェア「ライフ・フォー
ムズ」の開発に関わり，1989年から試用を開始，
1991年にはこのソフトで作った振付を含む作品
Trackersを初演した（カニンガムと「ライフ・
フォームズ」については，Thecla Schiphorst, A 
Case Study of Merce Cunningham’s Use of the 
Lifeforms Computer Choreographic System in 

the Making of Trackers, M.A. Thesis at Simon 
Fraser University, 1993が詳しい）。創作と記譜
を同時に行うことができるこの革新的なソフトは
後に商品化され，よりダンスの振付に特化した

「ダンス・フォームズ（DanceForms）」とともに，
現在もヴァージョンアップされている。

他方，1990年代に発達したのがモーションキャ
プチャー技術であり，カニンガムも1998年から
技術者との共同研究を始めた。その成果として
1999年に初演されたBipedは，モーションキャプ
チャーによってＣＧで描かれたダンサーが３Ｄ映
像として舞台空間に投射され，生身のダンサーと
共演するというもので，大きな話題となった。

今後の研究に向けて
以上，マース・カニンガムの長く精力的なキャ

リアを概観した。ごく一般的な三つの視点ではあ
るが，それでも細部に目を凝らしてみると，様々
な発見の種がある。冒頭でもふれたように，カニ
ンガム生誕100年を記念してアメリカとヨーロッ
パでは様々なイベントが行われ，他方では非常に
充実したオンライン・アーカイヴが財団によって
公開されており，資料をもとにした再検討は今後
ますます進んでいくに違いない。広範かつ多様な
テーマを一身に凝縮したような複合体としてのカ
ニンガムは，われわれのアプローチ次第で，異なっ
た相貌を見せてくれるはずである。
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【年表】
1919　ワシントン州セントラリアに生まれる。タップダンス，社交ダンスを習う。
1937　コーニッシュ芸術学校（シアトル）で演劇から舞踊に専攻を変える。元グレアム舞踊団のボニー・

バードが指導。同校で講師として招かれていたケージと出会う。
1939　ミルズ・カレッジのベニントン舞踊学校でルイス・ホーストの構成クラスを受講。マーサ・グレア

ム舞踊団に加入。
1940　ケージが初めてプリペアド・ピアノのための曲を作る。
1942　グレアム舞踊団のメンバーであったジーン・アードマン，ニーナ・フォナロフとともに振付作品を

作り，ベニントン・カレッジやハンフリー＝ワイドマンのスタジオで上演。ケージとの協働が始まる。
1944　自身の振付による６つのソロ作品を，ケージとのジョイント公演で発表。すべてケージによる音楽。
1945　グレアム舞踊団を脱退。
1947　カーステインからの委嘱でバレエ協会のための作品The Seasonsを初演，自身も出演。
1948　ブラック・マウンテン・カレッジでケージ企画によるThe Ruse of Medusa（サティ作曲・台本）上演。

ケージは偶然性に傾倒し，鈴木大拙の講義を受け始める。
1951　Sixteen Dances for Soloist and Company of Threeでケージとともに初めてチャンス・オペレーショ
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ンを取り入れる。ＮＹでラウシェンバーグが初の個展。
1952　ケージとともにブラック・マウンテン・カレッジに滞在。ケージがマルチメディアによるTheater 

Piece No.1を上演（カニンガム，チュードア，ラウシェンバーグ等と）。ケージ 4'33" 初演。
1953　Suite by Chanceで全面的に偶然性を取り入れ，空間・時間・位置をチャートとコイン投げで決定。

ＮＹでマース・カニンガム舞踊団の初公演。
1954　ラウシェンバーグが舞踊団の美術監督に（衣装・照明も含む。1964年まで）。
1956　ケージがＮＹのニュースクール・フォー・ソーシャル・リサーチで「実験音楽の構成法」を教え始

める。ジョージ・ブレクト，アル・ハンセン，ディック・ヒギンズ，アラン・カプロウ，ジャクソン・
マックロウ，ロバート・ダンが受講。

1958　Antic Meet（ケージ音楽）とSummerspace（フェルドマン音楽）をアメリカン・ダンス・フェスティ
ヴァルで初演。

1959　ＮＹでリヴィングシアターが拠点にしていた建物の最上階にスタジオを構える。カプロウ18 
Happenings in 6 Parts，ブレクトtoward events: an arrangementがルーベン・ギャラリーで行なわれる。

1960　ロバート・ダンの構成法のクラスが始まり，フォルティ，パクストン，レイナー等が受講。
1961　トリシャ・ブラウンがカニンガムに学びながら，レイナーやダグラス・ダンと作品を作り始める。

パクストンが舞踊団に加入。モントリオールで初めて映像とダンスの実験を試みる。
1962　ジャドソン・ダンス・シアターの第一回公演。ケージとチュードアが訪日。
1963　Field Dancesでダンサーに即興的な判断（入退場，順序，回数など）や振付の選択を委ねる。Story

ではダンサーが衣装を自由に選び，ラウシェンバーグが毎回異なる装置を組む。
1964　世界ツアー（ヨーロッパ，インド，タイ，日本）。ラウシェンバーグがヴェネツィア・ビエンナー

レでアメリカ人初の金賞を受賞。
1965　Variations Vでダンサーの動きによって音が生まれるシステムを使用。国立芸術基金（National 

Endowment for the Arts）が設立される。
1966　9 Evenings: Theatre & Engineeringで，ケージ，パクストン，レイナー，ラウシェンバーグ，チュー

ドアなどが作品を上演。
1967　ジャスパー・ジョーンズが舞踊団の美術監督（1980年まで）。
1968　Rainforestでウォーホルの美術を使用。Walkaround Timeはデュシャンの「大ガラス」を使用する

他，デュシャンへのオマージュを様々含む。
1969　Canfieldでトランプを使った創作。動きがランダムに選ばれる。
1970　グリニッチ・ヴィレッジのウェストベスを拠点とする（2011年の解散まで）。
1972　TV Rerunでカメラによるリアルタイムの撮影を上演に組み込む。
1974　チャールズ・アトラスとともに最初の映像作品Westbethを制作。
1979　カメラの動きも振付に組み込んだ映像作品Localeを制作。
1986　エリオット・カプランとの協働によるビデオダンス作品Points in Spaceが高く評価される。
1989　コンピューター技術者とともに「ライフ・フォームズ」の開発に関わる。
1991　「ライフ・フォームズ」を部分的に使用した作品Trackersを発表。海鳥をモチーフにしたBeach 

Birdsを初演。
1992　ケージ死去。チュードアが音楽監督を引き継ぐ。
1994　円形舞台で上演されるOceanを制作。
1995　小杉武久が音楽監督に。
1999　Bipedでモーションキャプチャーと３Ｄ映像による舞台美術を使用。
2002　1980年代から描いていた動物の絵を集め，書籍Other Animalsとして出版。
2003　チャンス・オペレーションによる決定を舞台上で行い，観客にも見せるSplit Slidesを上演。
2006　eyeSpace (20’)で観客に生演奏とiPodのどちらを聴くかを選ばせる。
2008　ラウシェンバーグ死去。
2009　死去（享年90歳）。


